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命の守り方を知る

互近助(ご近所)つながり

避難生活での備え

最近「ヤングケアラー」という言葉を目にする機会が増えています。
長崎県においては、令和3年度に県内の公立・私立の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校を対象に

実態調査を行い、３１６人の子どもがヤングケアラーの可能性があるという結果が出ています。
なぜ今ヤングケアラーが注目されるようになったのか？ その背景や現状などについてお伝えします。
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近年多発している自然災害に備え、組合員へ防災意識を高めるきっかけとすることを目的に、
１２月１０日(土)に防災学習講演会をオンラインで開催しました。
ララコープ本部をホスト会場として、熊本県から講師の柳原 志保さん(歌う防災士 しほママ)と、
参加者をZoomでつなぎ３８名の方が参加しました。
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参加者をZoomでつなぎ３８名の方が参加しました。

当日、動画にて出演されていた防災士で高校2年生の次男さんから発信された「防災力は人間力にもつながる」
との力強いメッセージは心に響くものがあり、3つの災害を乗り越えられた親子の強い絆が感じられました。

学童の子ども達の参加もあり、身体を動かしながら楽しく防災について学ぶ貴重な場となりました。
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三度の災害(2011年宮城県で東日本大震災、2016年に移住先の熊本県
で熊本地震、令和２年７月豪雨)から経験された教訓を３つの切り口から
わかりやすく歌や体操、工作も交えながらご講演いただきました。

まわりの人が気づき、声をかけ、手をさしのべ
ヤングケアラーが「自分は一人じゃない」「誰かに頼ってもいいんだ」と思える

みんなで支えあう社会を目指しましょう！

本来大人が担うと想定されている家事や家族の
世話などを日常的に行っている子どものことです。

持続可能な社会を目指すうえでヤングケアラー問題は重要なことと認
識され、国やさまざまな自治体が調査やサポートを始めています。長崎
県でも令和５年4月より「長崎県ケアラー支援条例」が施行されます。
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全国では以下の割合でヤングケアラー
がいると言われています。
(令和2年～3年 厚生労働省調査より)

・小学生 ………１５人に１人
・中学生 ………１７人に１人
・高校生 ………２４人に１人
・大学生 ………１６人に１人

・学校生活…遅刻・早退・欠席が増える、勉
強する時間が取れない、部活
動ができない等

・将来の進路…希望する進学先や就職先を断
念せざるを得ない

・友人関係…友人と遊ぶ時間が少なく孤立
しやすい

家族に代わり幼い
きょうだいの世話を
している
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している
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慢性的な病気の
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・独自に考案されたダンゴムシ体操を、画面越し
に参加者それぞれの場所でダンゴムシのよう
に身体を丸くして、地震が起きた際に身を守る
方法を体験しました。
・家族間で風水害から命を守る
ためのマイタイムライン(避難
計画)を作成することや、地震
や風水害で自分の住んでいる
地域で気をつけるポイントを
探すことを防災さんぽの歌に
乗せながら紹介いただきまし
た。
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・トイレの必要性についての
お話もされ、非常用トイレ
の作り方の紹介もありまし
た。
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・身近なものを活用して出
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画面越しで学び参加者全
員で完成させました。
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・災害時困った時はお互いさまなので、ＳＯＳを出せる人間関係
を日頃から地域の皆さんと築いておくことが大切です。
・災害時困った時はお互いさまなので、ＳＯＳを出せる人間関係
を日頃から地域の皆さんと築いておくことが大切です。

・疲れた心と身体の両面を保つためにも、栄養が
とれてストックできる食品を日頃から備蓄する
ことが大切です。
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つながりを大切に

くらしくらし

核家族化や共働き、ひとり親家庭の増加、
また少子高齢化社会において幼いうちから
ケアの担い手になりやすくなっています。
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家事や家族の世話をすること自体は決して悪い
ことではありません。子どもたちの生活に支障が
でてしまうことがヤングケアラーの課題です。
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本人・保護者が家事や看病を
当たり前だと思っていたり、
家庭内の問題のため人に言
いにくいという子どもも多
く、ヤングケアラーが表面化
しづらい現状です。
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ヤングケアラーの声ヤングケアラーの声

相談する程のことでは
ない、家族のことだから

しかたない

学習のサポートが
欲しい

LINE mail

将来への
不安を感じる

家族として
できることを

全力でやっている

自由な時間
が欲しい

災害支援
協議会 もしもの場合に

備えましょう

オンライン防災学習講演会オンライン防災学習講演会

いつかでなく 今やろう
～ いつもともしもに役立つ安心術 ～

講演
内容講師：歌う防災士 

しほママ

参加者の声参加者の声 歌声に乗せて楽しく
防災について学べました。

被災された立場でお話を
してくださったので、
分かりやすく、しっかりと
伝わってくる内容でした。

災害の少ない長崎県、
大人は少ないことに
慣れてしまっている
ようなので、もっと
多くの子どもたちに
聞いて欲しいなと
思いました。

Ａ４用紙から紙コップを
作るのも面白かったです。

報告

2023年３月５日（日）まで

当日の企画を

ご覧いただけます。

ホームページからも案内しています。

YouTube見逃し配信

知ってほしい

悩みを相談できる窓口もあります
・県内市町の児童相談所　
・児童相談所相談専用ダイヤル
・子どもヤングケアラー

総合相談窓口

例えば…

「忘災の種」から花を咲かせるポーズをとり

記念撮影を行いました！

しほママさんの避難先の
一つです

どのような影響がでるの？

ヤングケアラーとは？ どのくらいいるの？
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